
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

九

三

号

内
閣
衆
質
一
七
九
第
九
三
号

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
北
朝
鮮
で
の
日
朝
サ
ッ
カ
ー
代
表
戦
に
お
け
る
同
国
の
非
礼
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
北
朝
鮮
で
の
日
朝
サ
ッ
カ
ー
代
表
戦
に
お
け
る
同
国
の
非
礼
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

一
般
的
に
、
国
歌
は
国
家
を
代
表
す
る
歌
と
し
て
、
ま
た
、
国
旗
は
国
家
を
象
徴
す
る
標
識
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
国
歌
は
、
君
が
代
と

す
る
。
」
と
、
同
法
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
国
旗
は
、
日
章
旗
と
す
る
。
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

い
ず
れ
の
国
で
も
、
他
国
の
国
歌
と
国
旗
は
相
応
の
敬
意
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
の
国
歌
や
国
旗
に
対
し
て
御
指
摘
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
個
別
具
体
的
な
状

一



況
に
応
じ
て
対
応
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
二
年
に
中
国
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｆ
Ｃ

Ｕ－

��
選
手
権
」
に
お
け
る
日
本

代
表
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
代
表
と
の
試
合
の
選
手
入
場
時
に
中
国
人
一
名
が
観
客
席
か
ら
ピ
ッ
チ
に
乱
入
し
、
我
が
国
の

国
旗
を
奪
う
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
に
対
し
、
在
中
華
人
民
共
和
国
日
本
国
大
使
館
等
か
ら
中
国
側
に
抗
議
を
行
っ

て
い
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
試
合
に
お
い
て
我
が
国
の
国
歌
に
対
し
て
北
朝
鮮
の
観
客
か
ら
友
好
的
と
は
言
え
な
い
態
度
が
示
さ
れ
た
こ
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
の
精
神
に
照
ら
し
て
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
が
、
当
該
試
合
の
た
め
の
日
本
代
表
選
手
の

北
朝
鮮
へ
の
渡
航
の
手
続
や
当
該
試
合
の
運
営
方
法
は
、
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
北
朝
鮮
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
調
整

を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
北
朝
鮮
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
対
し
、
書
簡

に
よ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
税
関
に
お
け
る
対
応
や
会
場
に
お
け
る
観
客
の
行
為
を
含
む
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
、
説
明

を
求
め
る
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に
お
い

二



て
、
北
朝
鮮
当
局
に
対
し
て
抗
議
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
政
府
の
怠
慢
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら

な
い
。

三


